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(1) mɯɣá ʔəwê mə- thəɯNlī
yesterday 3se 非現 dance
「昨日、彼は踊っただろう」 (加藤2004：278)
(2) ʔəkhâjò ʔəwê mə- thəɯNlī
now 3se 非現 dance
「今、彼は踊っているだろう」 (加藤2004：278)
(3) kèkhò ʔəwê mə- thəɯNlī




















(4) jə- mo ʔɔ θa me
1sg want to eat heart rice (加藤1993：194)
(5) ta mo ʔɔ jə- θa me
want to eat 1sg heart rice (加藤1993：195)
(5)は、もともと(4)の形だった文を「もの」を表す名詞‘ta’を形式主語として置いた文





(6) ta mo ʔɔ θa me







(7) jə- ta mo ʔɔ θa me 「私はご飯が食べたい」
(8) nə- ta mo ʔɔ θa me 「あなたはご飯が食べたい」
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(9) ʔə- ta mo ʔɔ θa me 「彼/彼女はご飯が食べたい」
(10) anu ta mo ʔɔ θa me 「アヌ（人名）はご飯が食べたい」
このように、感情の主体の人称に関わらず形式主語であるはずの‘ta’の前に感情の主








(11) jə- ʔáN ʔé
1sg eat NEG
「私は食べない / 私は食べていない / 私は食べなかった」 (加藤2004：468)
(12) jə- lì cōN k έ ləN ʔé












(14) nə- ʔè lə- lì capâN (bá) nɔ, jə- mə- lì




(15) ＊kèkhó jə- mə- lə- lì (bá) ʔəkhʊcòN, lì khè phɩ jə xɔ








(16) jə- təʔ ʔɔ
1sg NEG eat
「私は食べない/食べなかった」
(17) jə- lɛ co təʔ θɛ
1sg go school NEG possible
「私は学校に行けない」
(18) nə- mi təʔ lɛ capa jə- lɛ






(19) jə- ta təʔ mo ʔɔ θa me
1sg 形 S NEG want eat heart rice
「私はご飯を食べたくない（お腹がすいていない）」
ただし、今回筆者は否定辞‘təʔ’と欲求を表す‘mo’が共に使われている表現は「～した
い」を表す慣用表現‘ta mo V θa’の場合のみしか見つけることができなかった。すなわ









Type 1： [VP [V 使役要素-被使役動詞 ] [NP 被使役者]]






[ x ACT ON y ] CAUSE [ y BECOME [ y BE [ AT α]]]
本論文では、助詞を使い「Aが BにVさせる」という意味で使われるものを使役構文と
して扱う。
Type 1に現れる使役助詞は、dà, mà, phɩlâN, kò, lɔ の5つである。このうち‘dà’
以外の4つはそれぞれ単独で動詞として使用することも出来る。（‘mà’=「する、行う」、
‘phɩlâN’=「やる、与える」、‘kò’=「誘う」、‘lɔ’=「語る」）
(20) jə- dà klí ʔəwê
1sg 使 run 3se
「私は彼に走らせた」 (加藤2004：518)
(21) jə- dà ʔáN ʔəwê mɩ





(22) jə- ʔáNməN ʔəwê lɩ




(22’) * jə- ʔáNməN ʔəwê mə- lɩ




[VP [V 使役要素mʊɔ ] [補文 [NP被使役者] [V被使役動詞] ] ]
(23) jə- mʊɔ ʔə lɛci
1sg use 3se run
「私は彼に走らせた」
(24) jə- mʊɔ ʔə ʔɔ me




(23’) ＊jə- mo mʊɔ ʔə lɛci
1sg use 3se run
(24’) ＊jə- mo mʊɔ ʔə ʔɔ me






(25) nə- ʔè mî báθ ὰ thàiN
2sg 条 sleep 欲求 go back
「寝たければ、帰りなさい」 (加藤2004：389)
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(26) jə- ʔè ɣɛ, nə- mə- ʔɔ ʁâ
1sg 条 come 2sg 非現 be 疑問
「私が行ったら、あなたはいますか？」 (加藤2004：281)
否定、使役と同様、条件節でも‘mə-’は現れることができない。
(25’) ＊nə- ʔè mə- mî báθ ὰ thàiN
2sg 条 sleep 欲求 go back (加藤2004：389)
(26’) ＊jə- ʔè mə- ɣɛ, nə- mə- ʔɔ ʁâ




(27) mé ʔo ta mo ʔɔ θa
条 exist 形 S want eat heart
「もしあるなら、食べたい」
(28) nə- mé tə lɛ jə- tə lɛ
2sg 条 NEG go 1sg NEG go
「あなたが行かないなら、私は行かない」
スゴー・カレン語の条件節の中では‘mo’を使うことができる。
(29) ʔə mé ta tə mo ʔɔ θa me ʔə tə ʔɔ me nocɛa
3sg 条 形 S NEG want eat heart rice 3sg NEG eat rice at all
「彼はお腹が空いていなければ、決して食べなかった」
ただし、ここでも‘mo’は「～したい」を表す慣用表現‘ta mo V θa’の一部であり、この
表現全体が条件節内に現れている。条件を表す節の中に‘mo’が現れる例として以下の
文も調査により確認できた。
(30) ta mo mi θa gɛlɔ
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NP：Noun Phrase（名詞節） VP：Verb Phrase（動詞節）
条：条件を表す助詞 使：使役を表す助詞
非現：非現実助詞 形 S：形式主語
1sg：一人称単数（主語、所有形） 1se：一人称単数強勢形
2sg：二人称単数 2se：二人称単数強勢形
3sg：三人称単数 3se：三人称単数強勢形
1SG：一人称単数（目的形） 文助：文助詞
加藤（2004）によれば、強勢形は代名詞を音声的に目立たせるために使われている。三
人称の代名詞には強勢形が使われることが多い。
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例文冒頭の *は、当該の例が非文であることを示す。本文中で出典が記されていない例文は、
現筆者が現地調査で集めた例文である。
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